G enkiLife

FEZ: AMPKAR—4 1 (3Y15) 94 XE/ 40—+
A4 045 ES: AMRe06843

RRER D H

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E
=

i

NyTyp—

LS

G
wIRMEE
H7E

mREE
BEFE
RS

B{zFID
SwissProt ID
RER

PRz Y FE /Y O—FILHUR

Sc&E

WB,IHC,ICC/IF,FC,IP

El ITUR, TYh

E[=22%

REIE

I9G

E/40—FIL

R

0.5mg/ml, AEYFOEEFO Y MIk>TERADIZEENHYET.

7Ya—bhL. 20°CTREFLTLEEW (12 7BBER) . RE/RBEY A VL EBTFT LS
Ly,

K

UHEIgG (VU v BEFEEAEK, pH 7.4, 150mM NaCl. 0.02%FEUFFRI N, 50%% U+
O—L&8) , FHEREFEE+4°C, REMRFEE-20°CTIHRIFEL TS, RERMEY 1 7 LILE
[FTLEE,

TI4ZT 1 —FER

WB 1:1000-1:5000,IHC 1:200-1:1000,ICC/IF 1:200-1:500,FC 1:200-1:1000,IP 1:20-1:50

30kDa

PRKABT1

5"-AMP-activated protein kinase subunit beta-1; AMP-activated, noncatalytic, beta-1;
AMPK; AMPK beta 1 chain; AMPK subunit beta-1; AMPK-BETA-1; AMPKb; HAMPKb; PRKAB1;
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	抗原情報
	背景
	AMP 活性化プロテインキナーゼ (AMPK) は、酵母から植物や動物に至るまで高度に保存されており、エネルギー恒常性の調節に重要な役割を果たしています。AMPK は、触媒 α サブユニットと調節 β および γ サブユニットから構成されるヘテロ三量体複合体で、各サブユニットは 2 つまたは 3 つの異なる遺伝子 (α1, 2、β1, 2、γ1, 2, 3) によってコードされています。AMP 活性化プロテインキナーゼ (AMPK) の非触媒サブユニットは、細胞のエネルギー代謝の調節に重要な役割を果たすエネルギーセンサー プロテインキナーゼです。細胞内 ATP レベルの減少に応答して、AMPK はエネルギー産生経路を活性化し、エネルギー消費プロセスを阻害します。つまり、タンパク質、炭水化物、脂質の生合成、および細胞の成長と増殖を阻害します。AMPK は、代謝酵素の直接リン酸化を介して作用し、転写制御因子のリン酸化を介してより長期的な効果をもたらします。アクチン細胞骨格のリモデリング（おそらく間接的にミオシンを活性化することによる）によって細胞極性の調節因子としても機能する。β非触媒サブユニットは、αサブユニット（PRKAA1またはPRKAA2）とγサブユニット（PRKAG1、PRKAG2、またはPRKAG3）を架橋するC末端を介して、AMPK複合体が組み立てられる足場として機能する。
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	HeLa 細胞溶解物中の AMPK ベータ 1 発現のウェスタン ブロット分析。

